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北海道水田発祥の地
高田万次郎 郷土の稲作に不朽の功績

はじめに

いわゆる「平成の大合併」で大野町は上磯町と

合併して北斗市となった。現在大野町の呼称はな

いが便宜上大野を使うことにする。大野は北海道

の南部に位置し函館市から近い。

大野は稲作で発展し「北海道水田発祥の碑」が

建つ地である。その稲作が定着するまでと，稲

作成功に貢献した高田万次郎について記してみ

たい。

， .旧大野町の概要
①大野とは

明治33年 (1900)大野村を中心に6村が統一

し，一級町村制が施行された。昭和32年(1957)

に町制施行になり，そして平成18年 (2006)，北

斗市となり道南で函館市に次ぐ市である。

大野文化財保護研究会

A 
ヨエ 長 木下寿実夫

大野は稲作と共に発展してきた町と言っても過

言でない。

大野の地名の由来は大きい野(大野平野)，移住

者の名・元の地名 アイヌ語と諸説あるが定かで

はない。蝦夷の歴史に大野の名は寛文9年(1669)

に初めて登場する。

②道南農業試験場本町

明治40年(1907) 大野村に農事試験場誘致運

動が起こり，大野の立地条件や歴史的実績が道庁

の設置基準に適合するものと認められ，同42年に

北海道庁立農事試験場が村に開設された。園芸，

稲作の試験研究やイチゴ 米の品種改良などに取

り組んで，道南地域(渡島・檎山)の農業発展に

貢献している。現在は地方独立行政法人試験場と

なっている。

時
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写真， .稲穂の垂れる大野平野

その他関連機関として 昭和16年(1941)

大野農学校が開校し戦後の昭和22年大野農

業改良普及所が開設した。

③村勢要覧から

明治39年 (1906)の「村勢要覧」によれば，

村戸数1，312戸のうち農家戸数(畑作と稲作)

は1，120戸で8割強が携わっていて，人口は

村7，900人に対して農家人口は6，000人強で

あったと考えられる。

時代は経過し昭和25年 (1950)の「村勢要

覧」で、は水田面積が約1，765ヘクタールに達

して総面積の13パーセントである。

④『大野町史』

道内でも古い交通の要所であり農業と共に発展

してきた町，大野の歴史が盛られ，約1，000ペー

ジで農業に多くの内容を割いている。高田万次郎

の名は現代史前期功績者，大野村，郷土と稲作，

東開発稲荷神社褒章受賞者年表など各所に記

載されている。

⑤北斗市郷土資料館本町

昭和38年(1963) 大野町公民館として建てら

れたものを同55年郷土資料室として開設した。既

に集めていた物や同40年代頃までの農具，民具

など，稲品種，野外には馬車，馬橡が展示されて

いる。他に縄文土器，箱館戦争資料，交通関係，

指定文化財紹介， w赤い鳥・木村文助』コーナーな

ど数千点を収め農村生活を中心に展示している。

平成18年上磯町と合併し北斗市郷土資料館に衣

替えして現在にいたっている。

2. 北海道水田発祥の地

①水田の記録

「大野町史J(昭和45年・ 1970)によると，

稲作は文月村で寛文年間 (1661"-'1673)や貞

享2年 (1685)，元禄5年(1692)に試作され

たと記録に残されている。 i大野村史J(大正

2年・ 1913)には貞享2年が水田発祥とあ

り，北海道庁発行の「新撰北海道史J(昭和

12年・ 1937)にも同様に記録されている。

②大開田・・中止

本格的に稲作が始まったのは文化 2年

(1805)で，幕府は庚申塚に90町歩，文月に

50町歩，民間が134町歩 を大野村ほか周辺

写真2. 北斗市郷土資料館

の村々に多くの予算をつぎ込み開田したが， 3年

後には幕府は中止してしまった。

その後，稲作は顧みられず，水田は廃田或いは

稗田の状態であった。蝦夷地ではやはり米がとれ

ないと言われた時代であった。多くの人は駄送，

炭焼きに従事，浜へ出稼ぎ、に出ていた。

③大野の品種「赤毛」は道央ヘ

明治6年(1873)，漁村島松(現北広島市島松)

の中山久蔵が大野へ来て相当日数滞在し，研究の

結果持ち帰ったのは品種「赤毛」と「白シゲ」で，

「白シゲ」は成功しなかったが 苦心の結果仕上

げられた「赤毛」は後に石狩，空知，上川へ広め

られた。「赤毛」は道内各地から求められた。明

治初期の函館大火には，米百俵を届けるまでの実

力を持つまでになった。
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る。だが冷夏，早霜などで実らない年もあった。

ともかく稲作の歴史は古いが 定着するまでは失

敗の連続であり 官民ともども百年以上の苦闘を

経ている。

碑の前にパスや乗用車を止め それを眺めてい

る人たちを見かける。ガイドや遠足の先生の説明

で，稲作の歴史を思い巡らせているのであろう。

説明板はあるが，観光の視点からも周辺に駐車場

や東屋などの整備が待たれる。

なお平成20年，石碑は北斗市文化財に指定さ

れた。

3. 稲作に挑戦した高田万次郎

文政10年 (1827)'"明治42年 (1909)

①高田親子

嘉永3年(1850) 稲作不適を覆して米づくり

に成功した高田親子がいた。父はもと加賀谷氏，

名を松五郎といい 秋田県秋田郡大葛村の生ま

れ， 28歳の時渡道各地を回り歩いた後，大野村

高田弥次兵衛の農事を手伝ったことから，娘トラ

の婿養子となり 文政10年 (1827)万次郎が生ま

れる。

松五郎は養家に手伝うこと18年，弘化元年

(1844)に分家した。現本町に耕作予定地を求め

万次郎と共に開墾に精励し，弘化4年， 1町4反

を懇成し大豆6石そば10石を収穫している。嘉

永元年 (1848)畑を水田にし，用水を通した。
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④研究施設設置の動き

大野一帯が水田に広がる中 明治35年(1902)

は凶作，翌年は作付にも支障をきたし札幌から

「赤毛J400表を購入して平年作にこぎつけ，翌

37年は大豊作だ、った。しかし， 38年， 39年と凶

作が続くと研究施設設置の要望が強まり42年に

農事試験場が設置された。

⑤大沼疎水組合から大野かんばいヘ

水田の拡大と共に用水が伴わず明治以来の悩み

だ、った。大野川 久根別川から主として用水を引

いたが，大野平野の大野・七飯・亀田・上磯の四

か村は打開策として大沼の水を導水する「大沼疎

水組合」を明治35年(1902)に結成したが，その

後解散した。戦後幾多の好余曲折を経て昭和41

年 (1966)，国営事業「大野濯j既排水事業J(大野

かんばい)で、大沼の水を大野平野へ流下させ解決

した。翌42年は豊作だ、ったこともあり，町の出

荷は103，934俵に到達した。

⑥北海道水田発祥之碑

現在の北斗市村内に「北海道水田発祥之地・北

海道知事田中敏文書」と刻まれた石碑が建って

いる。ここから見渡すと水団地帯の大野平野が開

け，函館山がくっきりと見える。

碑は昭和24年 (1949)に建てられ，碑文は元禄

5年説を採り記録と伝承により次のように記され

ている。

⑦石碑は文化財指定

元禄5年は今から320年前であり，松前藩は蝦

夷で比較的温暖なこの地に水田を命じたのであ

写真3. 北海道水田発祥之碑
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写真4. 高田万次郎

②米60俵収穫

万次郎は浜行き，駄送等に従事しながら，嘉

永3年 (1850)初めて水田に稲を植え付け，玄米

24石 (60俵)を収穫した。文化の米づくり以来40

余年を経た当時 蝦夷地で幕府の指導奨励によっ

たものでなく， “取れるかどうか確かな保証もな

いのに"と世間からあざけられながら打ち立てら

れた偉業であり 個人の作付けによってこれだけ

の収量を上げたことは，初めてのことであり，そ

こに収量の意義がある。

③大野の米は本州、|へ

万次郎の成功から 6年後の安政2年 (1855)，

そして3年と豊作が続き稲作農家も急増した。こ

の年から仮に定められた田租 玄米71石8斗1升

6合 (10.77トン)は 箱館奉行所の倉庫に収めら

れるものであったが 蝦夷地で取れた最初の租米

なので，箱館奉行は翌4年，伊勢両宮，宮中， 日

光東照宮に進献するため江戸へ回送し，触書が出

されるなどの話題を呼んだ。

水田の増加については 明治になってからの北

海道の記録には， I明治3年亀田郡約288町歩，

同11年 同郡約688町歩」となっていて亀田郡

の部分が大野であり飛躍的に増大している。

④万次郎の栄誉・顕彰

明治23年(1890)第三囲内国勧業博覧会褒状受賞

同25年緑綬褒章受章

大正7年 (1918)開道50年式典で「拓殖功労者」

として表彰される(故人)

昭和12年(1937)開発拓殖功労者頒徳碑，東開発

神社に建立

同25年 町制施行50年記念 「功績者」 として表

彰される(故人)

平成元年 (1989)~新北海道史年表』に載る

写真5. 褒章徽章

写真6. 光明寺の万次郎の墓

⑤大野町説明板を設置

昭和58年 (1983)より町は住民への啓発のため

史跡，人物など計画的・継続的に各所に設置し民

間設置のものを含め100基を超え，北斗市になっ

てもこの事業は続いている。高田万次郎に関する

説明板は本町の高田家前に建っている。

4. 郷土の動き

①大野文化財保護研究会(文保研・ぶんぽけん)

の活動

設立後文化財保護活動を活発に進めた。農業の

機械化による経営の変化に伴い農具，民具など廃
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高田万次郎と米づくり

大野平野に米づくりの試作が始まったのは1600年代で本格的には箱館奉行や民間人の手で

大開田へとされたのは文化2年 (1805)であり いずれも時の幕府の手によるものであった。

嘉永3年(1850)，i稲作不適」の定説をくつがえして米づくりに成功した父子がいた。当時，

村の人々は耕作などは生活の役にたたないと考え 若者の多くは漁夫となり，山に入って木を

切り，炭を焼き，あるいは貨物の駄送を仕事としていたが，万次郎父子は寝食を忘れて開墾に

励み， 3年かけ畑やひえ田に 1町4反歩を水田とし，玄米24石(60俵)を収穫した。

幕府の指導奨励によったものでなく万次郎親子の不朽の功績であり この大野で米がとれる

評判は箱館付近に伝わり 万次郎は駄送を兼業としていたが稲作指導を求められるようになり

水田経営に専念した。

開発，その他の地区も開拓し，その田畑は253町歩にも達し，用排水の長さは60キロに及ん

だ。これらの功績に対し明治25年 (1892)大野で初めて緑綬褒章を賜っている。

明治42年 (1909)，83歳で没した。東開発稲荷神社には万次郎らの功績をたたえて「頒徳碑」

が建てられた。

写真7. 大野で作付けされた稲

棄されていく状況に危機感を抱き，それまでの歴

史を子どもたちに伝えるためにも農具， 民具の収

集に努め，文化祭には公開した。

関連の主な活動は次の通りである。

昭和47年 (1972)当会設立

同49年農具，民具など収集開始

同50年冊子「郷土大野の誕生」編集

同53年 町文化財保護条例制定要請

平成10年9月

大野町教育委員会

写真8. 東開発稲荷神社に建つ碑

同56年史跡説明板大幅増設提起

平成3年 (1991)郷土資料室開放及び新郷土資料

館建設要請

同6年 「北海道水田発祥之地」なと、へ大型標柱

建てる

同11年 「おおの郷土史かるた」作成

同22年 「高田万次郎J， i指定文化財」などのリー

フレット作成
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写真9. 高田家前の説明板

②大野小学校本町

文化の大開田に大野小学校の敷地を主として本

陣が置かれ賑わっていた。平成21年 (2009)，学

習発表会劇で6年生が「大野物語~高田万次郎の

米づくり""'J を演じ，児童は勿論，保護者，地域

へ関心を深めた。以後も郷土史を演じる劇が続い

ている。

③大野地区散策

大野の成り立ちが分かるであろう。水田関連を抜

き出してみる。

本町; 1大野会所と大開田J，1高田万次郎と米

づくりJ，1大野かんばし汁， 1道立道南

農業試験場J

市渡; 1大野川頭首工と旧大留」

開発; 1開発拓殖功労者頒徳碑」

村内; 1北海道水田発祥の地碑」

おわりに

その後，社会情勢の変化から水田は休耕，転

作，そして宅地化，工場団地化が続き高田万次郎

以来拡大してきた稲作は大きく減った。今この平

野を通り抜ける新幹線橋脚工事が急ピッチで進ん

でいる。
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